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援モデルである「スクール・フォ ・ーオール（School for All）」では、学校・コミュニティ・行政が一体となっ
て包括的な学習環境の改善を行い、全ての子どもと若者に質の高い教育環境を提供することを目指しており、
基礎教育分野の支援を引き続き重視していくことが約束されています。











































の向上や、ポストプライマリー教育等が課題として残されています。6 億 5,000 万人の学齢児童のうち、1
億 3,000 万人の子どもが基本的な読み書き計算能力を身に付けられておらず、1 億 2,000 万人の子どもが第
４学年に達していません。また、初等教育の普及に伴い、中学校の需要が増加していますが、低所得国では、
中学校入学者は 52％で、数百万人の若者が生活費を得るための基本的なスキルを身につけられない状況に




























際社会は EFA と MDGs の達成に向けた努力を加速する必要がございます。




























































































































































　私は教育大臣を 9 年間務めた後、世界銀行に入り、人間開発部の部長として、アフリカ東部･南部の 16 カ
国を対象に、人材開発・教育研修、保健・HIV/ エイズ、社会保障など様々な分野の仕事に取り組んだ。退
職後、私はアフリカ教育開発連合（Association for the Development Education in Africa: ADEA）の議長と
なり、コンサルタントを続け、ワシントンのシンクタンクである開発成果研究所 (Results for Development 
























である。その上、多くの国々、特にサブサハラ･アフリカ諸国（SSA）では、1980 年代と 1990 年代の景気
低迷によって、給与が大幅に引き下げられ、教員の意欲も低下した。
　ここ 10 年間余りの間にいくらか改善したものの、SSA の小学校教員の実質給与は平均して（国によって




研究所によると、2015 年までに普遍的初等教育（UPE）を世界で達成するためには、教員を新たに 170 万
人増員しなければならない。その過半数の 993,000 人がアフリカ諸国で必要とされる数である。辞める教





































安定になる。アフリカでは 2007 年に 22 の武力紛争があった。例えば、ケニアで選挙後に暴動が起きたとき、






員が訓練を受けていると報告している。2009 年－ 2010 年度のデータがある 34 カ国のうち 16 カ国が平均
75 － 99％の教員が有資格者だと報告している。また 6 カ国（ベニン、チャド、赤道ギニア、エチオピア、
10
ギニアビサウ、サントメ･プリンシペ）は、平均 50％の教員が訓練を受けていると報告している。
　第二に、既に述べたが、教員の平均給与はアフリカ諸国で一人当り GDP の 1.6 倍から 9 倍まで大きな開






































ら 2007 年まで世界銀行の教育部門で様々な要職を歴任。世界銀行に入る前は、ジンバブエの 6 つの省にお
いて政策の実施（教育、保健、社会福祉、青年スポーツ、コミュニティ開発、女性問題）を監督するなど、
選挙で選ばれて政治的な要職を務めた。1980 年から 1988 年まで教育文化大臣。教育文化省が初等中等教
















体の 8 割強 )。中学校では、6 割強が一般大学の卒業者である。
　第二に、義務教育学校の設置主体はほとんどが市町村である。小学校教員の 98.4%、中学校教員の 93.5%
が市町村立学校に勤務している (2011 年度学校基本調査 )。
　第三に、市町村立学校である公立義務教育学校のほとんどの教員の給与は都道府県が負担しており、その
うちの 3 分の 1 は国が負担している。これらの学校の教員の配置数については、学級編制及び教職員定数の
標準に関する法律によって小・中学校では各学級が 40 人を超えない（小学校 1 年生については 35 人）よ
うに配置することとされている。これは、教育費総額の 7 割以上を占める人件費 ( 消費的支出総額に対して














本とする ( 免許状主義 ) が、これを弾力化し、免許状を必要としない特別非常勤講師制度が 1988 年に導入
され、同年には、優れた知識・技術を持つ学校外の社会人を学校教育に積極的に活用していくための特別免
許状制度が導入された。また、教員免許を有せず、教育に関する職に就いた経験のない校長 ( 教頭、副校長







































　中央教育審議会は、2012 年 8 月 28 日に「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策
















































採用数が大きく変動する。2013 年 2 月の時点では、
小学校と中学校を併せて満 54 歳前後の教員が 2 万 6











め、新規に採用できる教員数は必ずしも多くないという状況がある。2011 年度から 2018 年度までの少人
数学級の推進のために 51800 人の増員が計画されているが、その間の児童生徒数の減少による自然減数が
32400 人であるため、実質的には 19400 人の増員にとどまると予想される。教育水準向上のための基礎定
数の充実や生徒指導担当教員の配置改善などで 2014 年度から 5 年間で 4 万人増やす計画が実現すること
が期待される。こうした計画が完成すると、PTR は小学校現状の 17.7 人から 16.4 人となり、中学校では















俟たない。「学校にクレームをいう保護者が増えた」と回答する教員が 78.4% にのぼるという調査もある。( ベ
ネッセ教育研究開発センター「第 4 回学習指導基本調査報告書」2007、松田、前掲論文より重引 )
　公立学校教員の病気休職の状況を見ると、1998 年度には病気休職者に占める精神疾患による休職者が
39% であったのに対し、2007 年度には 62% と増えている。こうした教員のメンタルヘルスについての支











を取得した数で見ると 5 万人前後、高等学校では 7 万人以上となっており、統計的には免許状を取得したも
ののうち新卒で教員になる者は 7% に過ぎない ( 高等学校免許だけを見ると 3.5%、ただし小学校では免許状












































































































































































立校の増加に関する質問についてですが、162 校から 210 校に増えています。それほど大幅に増えてはい
ません。小学校は 20,000 校ありますので、東京では私立小学校は 1％にすぎませんが、なぜ私立校が増え










































































　 ● 　 技術的に有能
　 ● 　 身体的・精神的・情緒的に健全























　 ● 　 教員養成
　 ● 　 学習環境























































1. Shaping the Future: How Good education Systems Can Become Great in the Decade Ahead Report on the 
International Education Roundtable, July 7, 2009, Singapore
2. Report on the SEAMEO INNOTECH Third Regional Education Forum: Rediscovering the Passion for 
Teaching, November 2011
3. Competency Framework for Southeast Asian Teachers for the 21st Century, SEAMEO INNOTECH





























































































































































そして、平均寿命はおよそ 70 歳である。国家統計局の報告によると、グアテマラの人口は 1,500 万人を有
し、そのうちの 70％が 30 歳未満である。即ち人口の大半が若者と言える。人口の 40％が、3 つの部族（ガ
リフナ、マヤ、シンカ）に分かれており、これによりグアテマラは多民族、多文化そして多言語の特徴を有
している。2011 年の人間開発報告書によると、グアテマラは、世界 187 カ国中 131 番目の中開発国に位置
づけられる（国連開発計画 2011：147 カ国中 144 位）。生活実態調査から得られたデータ（2011 年国家統
計局）によると、人口の 53.7％が貧困（13.3％が極貧状態、40.4％が極度ではないが貧困状態）に苦しんで
いる。国内総生産は 233 億ドル（US$）で、一人あたりの国内総生産は 4560 ドル（US$）である。教育に






小学校での就学率はほぼ 100％に達しているが、就学前の純就学率は 56.63％、中学校は 39.36％となっ
ており、就学率の拡大が特に前述の就学前及び中等教育において必要なことは明らかである。以下の表は、
1991 年以降の就学レベルごとの純就学率の推移を示している（単位：％）。
段階 1991 年度 1995 年度 2000 年度 2005 年度 2009 年度 1991 ～ 2009 年の推移
就学前 16.0 20.96 37.25 46.97 57.09 40.63
小学校 71.6 72.05 85.43 93.52 98.33 26.73




育の質への警鐘である。一方、小学校段階の継続率は 33.9％に改善し、また留年率は、1991 年から 2009
年の間に 14.90％から 11.49％に減少しているが、未だ懸念すべきものである。この割合を学年ごとに分析
すると、各学校段階の第 1 学年の数値が大きい。小学校の場合、2009 年度は、1 年生の男女児童の約 4 分
の 1（23.90％）が留年したことを示している。これは、在籍する 100 人の内、24 人が留年していることを
意味する。以下の表は、就学前・初等・中等教育の内部効率の割合をまとめたものである。
30
指標 就学前 小学校 中学校
在籍率 92.18% 94.49% 91.78% 
中退率 7.82% 5.51% 8.22% 
留年率 0 11.49% 3.06% 

































































































宿することもある。このシステムは 21 県を網羅している。現在、この全課程に在籍するのは、女性 5433 人、
男性 4076 人の合計 9509 人である。
　前述は、教育の普及における対策であるが、中学校課程の教育普及率の拡大に力を入れても、生徒が受け
る教育の質の問題を解決しなければ、前進はままならない。教育省が行った、中学校 1 年生向けの上記の 3


















































1. 教育省：教育の質向上に向けた戦略、2012 年 9 月
2. 教育省、DIGEDUCA、教育指標、2009 年
3. 世界銀行：世界教育データ、2010 年
4. グアテマティカ・プロジェクト第 2 フェーズ、最終報告書、2012 年 10 月
5. UNESCO-LLECE：第 2 回学力比較地域調査（SERCE）報告書、2008 年
6. 大統領府企画庁：ミレニアム開発目標報告書第３版、2010 年
7. UNDP：人間開発報告書、2011 年
8. INE- グアテマラ生活実態調査 ENCOVI。2011 年
9. グアテマラ教育省、グアテマラ公立小学校における低学年児童の算数学力に関連する要因報告書（プロ


















　　●　８月から School year が始まり、4 学期制
　　●　小学校 (1 ～ 8 年生 )…全国に１３校　現在は統合が進んでいる。



























































































































































































































































仕事をしていました。バングラデシュの人口は 1 億 6000 万人で、今も増加しており、よい教員を養成し再























かつては予算の 22％が教育や研修に割り当てられ、GDP の 6.5％から 7％が教育費で、明らかに成果を伴
うことができました。また教育や、教育に関わって改革に貢献することへの大きな情熱もありました。公務
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ᣦᶆ/䝺䝧䝹 ᑵᏛ๓ ᑠᏛ⏕ ୰Ꮫᰯ
⥲ᑵᏛ⋡ 72.05% 118.63% 66.65%
⣧ᑵᏛ⋡ 57.09% 98.68% 40.25%
␃ᖺ⋡ 0 11.49% 3.06%
ᅾ⡠⋡ 92.18% 94.49% 91.78%
㏥Ꮫ⋡ 7.82% 5.51% 8.22%
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ʙ̊≔
ǘǓምƷᚘምƕưƖƳƍδᇜ

ᲬᲰ ᲭᲯᲰ
ᲬᲰ
ᲫᲫᲰ
ᲫᲪᲪ
ᲫᲰ
Ხ
ếộẵẨἯỶὅἚ
ṞՠầẺềỤủễẟ
ṟọẨምầദᄩỆỂẨễẟ
ṠẦẬምʋʋầദᄩỆỂẨễẟ
ṡỪụምỆᇿምầദᄩỆỂẨễẟ
9
ʙ̊≔
ǘǓምƷᚘምƕưƖƳƍδᇜ

ᲬᲰ ᲭᲯᲰ
ᲬᲰ
ᲫᲫᲰ
ᲫᲪᲪ
ᲫᲰ
Ხ
ếộẵẨἯỶὅἚ
ṞՠầẺềỤủễẟ
ṟọẨምầദᄩỆỂẨễẟ
ṠẦẬምʋʋầദᄩỆỂẨễẟ
ṡỪụምỆᇿምầദᄩỆỂẨễẟ
10
ʙ̊≔
ũδᇜƷƭǇƣƖŴਦݰȝǤȳȈǛ৭੮
ᒉ৖૙Ճ
ȷδᇜƷƭǇƣƖᙲ׆Ǜ৭੮ưƖƳƍƜƱǋƋǔ
ȷ൑࠰ਃ࢘ܖ࠰ƕ٭ǘǔɶưŴμ૙ᅹƴǘƨ
ǔ૙஬ᄂᆮäٻƖƳ᝟ਃ
11
ʙ̊≔
ܖ፼ਦݰᙲ᪸ƷોᚖƴǑǓ
ȷșȆȩȳ૙Ճưǋܖ፼ϋܾƷ৭੮Ƹٻ٭Მ
ʻǇưƷኺ᬴ƕǉƠǖฆʏƴä
ЎૠƷਦݰƸ
Ხ࠰ဃƩƬƨᲹ
ʻ࠰ƸƲƜǇư
૙ƑǔᲹ
12
ʙ̊≕
ܖ፼ϋܾܭბƷƨǊƷ৖ƩƯƕҗЎưƳƍ
ȷδᇜƷܱ७ƴӳƬƯƍƳƍਦݰǛጮǓᡉƠŴܖ፼
ϋܾƕܭბƠƳƍƩƚưƳƘŴδᇜƷॖഒǇư˯
ɦƠƯƠǇƏƜƱǋƋǔŵ
13
ʙ̊≕
ʋʋƕᙾƑǒǕƳƍδᇜƴ
ƢǂƯƕᚕƑƳƍƱ
žʋʋƕưƖƳƍſƱᚸ̖
ᲳgᲫᲷᲳ
ᲳgᲬᲷᲫᲲ
ᲳgᲭᲷᲬᲱ
ᲳgᲮᲷᲭᲰ
ᲳgᲯᲷᲮᲯ
ᲳgᲰᲷᲯᲰᲹ
ᲳgᲱᲷᲰᲭ
ᲳgᲲᲷᲱᲰᲹ
ᲳgᲳᲷᲲᲫ
ଢ଼ᚡưƖǔǑƏƴŴஇИƔǒ
Ǉƨଢ଼՘Ʒጀ፼ǛƞƤǔŵ
δᇜƷॖഒƸ˯ɦ
ምૠǁƷᒊ৖ॖᜤƷفٻ
14
ʙ̊≕
ũƪǐƬƱƠƨਦݰƷǳȄǛჷƬƯƍǔƕŴ
̾КਦݰƴƔƚǔ଺᧓Ʒᄩ̬ƕᩊƠƍ
ምૠưƸ̾ŷƴƭǇƣƍƯƍǔئ৑ƕᢌƏ
ƨǊŴ̾Кਦݰƕ࣏ᙲƳƜƱƕٶƍ
16
ʙ̊≕
ਦݰƷƪǐƬƱƠƨǳȄ
ƲǕƕᚕƑƳƍƷƔଢᄩƴƢ
ǔăᚸ̖ŴѕǇƠ
ᲳgᲫᲷᲳ
ᲳgᲬᲷᲫᲲ
ᲳgᲭᲷᲬᲱ
ᲳgᲮᲷᲭᲰ
ᲳgᲯᲷᲮᲯ
ᲳgᲰᲷᲯᲮ
ᲳgᲱᲷᲰᲭ
ᲳgᲲᲷᲱᲬ
ᲳgᲳᲷᲲᲫ
ଢ଼ᚡưƖƯƍƳƍǋƷƩƚȔ
ȳȝǤȳȈưጀ፼ƞƤǔ
δᇜƸžưƖǔſƱܱज़
ʋʋƩƚưƳƘʈඥᨊඥǋưƖǔǑƏƴ
15
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ɲ׎↝ᛢ᫆⇁ൔ᠋ↆ↕↮↕
ӷơǑƏƳᛢ᫆ǛৼƑƯƍǔƕä
ңщᨛƔǒƪǐƬƱ
ƠƨǢȉȐǤǹǑǓ
ਦݰщӼɥᲛ
ਦݰǁƷᐯ̮Მ
ഭˊᨛՃể˺঺ẲẺ૙φử෇ဇ
18
ɲ׎↝ᛢ᫆⇁ൔ᠋ↆ↕↮↕
ӷơǑƏƳᛢ᫆ǛৼƑƯƍǔƕä
șȆȩȳ૙ՃƔǒƷяᚕǍऴإʩ්
ਦݰщӼɥᲛ
19
ɲ׎↝ᛢ᫆⇁ൔ᠋ↆ↕↮↕
ʴ஬ɧឱᲛ
૙ᏋႾǹǿȃȕɧឱ
૙Ճ᫱঺ƕᡶǇƳƍ
șȆȩȳ૙Ճɧឱ
ఄϋưƷᒉ৖Ꮛ঺ţ
ϙჇỉࠀẲஆ
ảửẲộẴ
˯ܖ࠰૙ՃݣᝋỉὁὊἁἉἹἕἩ
20
ɲ׎↝ᛢ᫆⇁ൔ᠋ↆ↕↮↕
ʴ஬ɧឱᲛ
șȆȩȳ૙ՃᡚᎰ
ɭˊʩˊƷ࣏ᙲ
ȷ࠰ഏᄂ̲
ȷఄϋưƷᏋ঺ ᣻ᙲ≆
21
ʙ̊≕
δᇜƸƲƜưƭǇƮƍƯƍǔƷƔᲹᲹ
̾Кਦݰư࣏ᙲƳƜƱƸ˴ƔᲹᲹ
ࡸƷॖԛǛ
ɟƭɟƭᛟଢᲹ
ᙀឱᛟଢƩƚư
ƍƍᲹ
׋ǍҞφ˳ཋƕ
࣏ᙲᲹ
ଏ፼ʙ᪮ǛਰǓ
ᡉǔ࣏ᙲƋǔᲹ
17
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